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FEBRUARY 確定申告・町県民税申告・・・・・・２、３
平成27年立山町成人式・・・・・・・・・４
平成27年区長が決定・・・・・・・・・６
たてやまブランド
「立山権現かんもち（紙風船／編み」・・・１６

　1月 12日、町武道館で武道稽古
始めが開かれました。
　弓道場では、冷気が張りつめる
中、松原剛志 5段によることし一
年の鍛錬を誓う矢渡しが行われまし
た（関連9ページ）。

たてやまたてやま

Town News

広　報

TATEYAMA
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実施日 対象地区
2月 16日（月） 東谷

17日（火） 高野
18日（水） ★全地区
19日（木） 新川
20日（金） 利田
23日（月） 上段
24日（火） 五百石
25日（水） ★全地区
26日（木） 下段
27日（金） 釜ヶ渕

3 月 2日（月） 立山
3日（火） 大森
4日（水） 五百石
5日（木）

★全地区

6日（金）
9日（月）

10日（火）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
16日（月）

申告相談日程
会　　場　役場 3階 大会議室
相談時間　8時 40 分～12 時、13 時～16 時
受付時間　8時～12 時、13 時～15 時
※役場庁舎の開扉時刻は午前 8 時です。申
告相談の方も午前 8 時まで入庁できません。 ２／１6月▶３／１6月

相談受付期間

※所得税の還付申告は、2 月 2 日㈪から提出できます。
　　　　　　　　　　問役場税務課住民税係☎ 462-9952

（土・日曜および祝日は除く）

確定申告、町県民税申告

忘れず！
お早めに！

◆公的年金を受給されている方

　公的年金等の収入金額（複数ある場合は、その合

計）が 400 万円以下で、その他の所得金額が 20

万円以下の場合、所得税および特別復興所得税の確

定申告をする必要はありません。

　ただし、

▶還付を受けるためには、確定申告書の提出が必要

▶上記要件により確定申告が不要の場合でも、公的

　年金等に係る雑所得以外に 20 万円以下の所得が

　ある場合、町県民税の申告が必要

◆復興特別所得税について

　平成 25 年分から平成 49 年分までの各年におい

て、所得税を納める義務のある方は「特別復興所得

税」を合わせて納めることとされています。

特別復興所得税＝基準所得税額（※）× 2.1％（税率）

　　　　　　　　　  ※原則、その年分の所得税額

◆魚津税務署による出張相談

相談日　2 月 5 日㈭、6 日㈮

会場　役場 3 階大会議室

相談時間　10 時～12 時、13 時～16 時

受付時間　9 時半～12 時、13 時～15 時半

※相談開始時間は 10 時です。ご了承ください。

◆確定申告が必要な方（主なもの）

❶給与を２か所以上からもらっている方

❷給与所得や退職所得があり、それ以外の合計所得

　が 20 万円を超える方

❸給与収入が年間 2,000 万円を超える方

❹個人事業者（営業、農業、不動産等）で納付税額

　のある方

❺医療費控除、住宅借入金等特別控除等の適用によ

　り、所得税および復興特別所得税の還付を受けよ

　うとする方

◆町県民税（住民税）申告が必要な方

　確定申告が必要ない場合でも、次の方は町県民税

（住民税）申告が必要です。

❶個人事業者（営業、農業、不動産等）で、所得税

　の納付や還付がない方

❷給与所得がある方で、給与所得以外の所得金額が

　20 万円以下の方

❸公的年金等の収入合計額が 400 万円以下で、そ

　れ以外の所得金額が 20 万円以下の方

　　 注意
　町県民税申告をしないと、国民健康保険税や後期

高齢者医療保険料の軽減が受けられなかったり、所

得証明書等の発行ができない場合がありますので以

下の方も申請をしてください。

　▶収入がなく、誰の扶養親族にもなっていない方

　▶障害年金、遺族年金受給者で、その他に収入が

　　なかった方　など

　また、年末調整済の源泉徴収票を持っている方で、

医療費控除を受ける方は、所得税の確定申告をして

ください。

◆申告時のお願い

❶次の方は、魚津税務署で申告願います。

　▶青色申告の方

　▶増改築や特例がある住宅ローン控除を受けよう

　　とする方

　▶長期優良住宅や省エネ改修、バリアフリー改修

　　等の税額控除を受けようとする方

※期間中は申告会場が混み合うため、その他複雑な

内容（土地や建物、株式の売却による譲渡所得等）

の申告や、時間を要する申告については、魚津税務

署での申告をお願いすることがありますのでご了承

ください。

❷事業所得（営業、農業、不動産等）について申告

　する方は、事前に収入金額や必要経費について整

　理し、「収支内訳書」を作成願います。期間中は

　申告会場が混み合うため、全く記入のない場合等

　は相談をお受けできません。

❸当日の会場の混み具合により、午前の受付でも午

　後からの相談となったり、受付終了時刻を早める

　ことがあります。ご了承ください。

◆申告に必要なもの（主なもの）

❶申告書（申告相談会場にもあります）

❷印鑑（シャチハタ不可）

❸事業所得（営業、農業、不動産等）がある方は、

　「収支内訳書」※事前に作成願います

❹源泉徴収票の原本（給与所得者、年金受給者）

❺控除を証明するもの

　▶国民年金などの社会保険料控除証明書

　▶生命保険料、個人年金保険料、地震保険料など

　　の控除証明書

　▶医療費控除を受ける場合は、医療費の領収書

　　（事前に集計してください）および保険金等で

　　補てんされた金額がわかるもの

❻還付申告の場合は、本人名義の通帳

※必要な書類がそろっていない場合は、申告書の作

成ができない場合がありますのでご注意ください。

　また、期間中は相談会場が

大変混雑し、お待たせするこ

とがありますので、時間に余

裕をもってお越しください。

税務署に行くことなく、インターネットを利用して申告、申請、納税等ができます。

❶自宅から
　　ネットで申告
　税務署に行かなくても、

国税庁 HP の「確定申告書

等作成コーナー」で申告書

を作成し、自宅からネット

で 24 時間提出できます。

❸還付が
　スピーディー
　e-Tax で申告された

還付申告は 3 週間程

度で処理しています。

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
☎ 0570-01-5901
ＨＰ／ http://www.e-tax.nta.go.jp/

❷添付書類の
　　　提出省略
　医療費の領収書や源泉

徴収票等の提出または提

示を省略できます。
※法定申告期限から 5 年間、
税務署から書類の提出等を求
められることがあります。

ネットが便利
申告・納税 e-Tax

イータックス

e-Tax なら
こんなにいいこと
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スタンプラリー
館内のどこかにスタンプがある

よ。探してみよう！

時間　10 時～15 時

受付　1 階イベント広場前

もちつき体験
新瀬戸地区でとれたもち米でいっ

しょにおもちつきをしよう！

時間　❶ 11 時～12 時

　　　❷ 13 時～14 時

場所　1 階喫茶スペースなど

なりきり撮影会
おひな様とおだいり様になり

きって写真を撮ろう！

時間　10 時～15 時

場所　中 2 階交流プロ

ムナードデッキ

レクリエーション
楽しいゲームやクラフト作り、

バルーンアートなど多彩な催し

もご用意しています！

時間　10 時～15 時

場所　2 階小会議室など

春のスイーツパーティー（要予約）
スイーツあり、レクリエーションあり、出逢いあり♡の楽しいイベントです。

友達を誘って、あま～いスイーツはいかがでしょう？

時間　13 時～15 時ころ

場所　1 階イベント広場

対象者　20 代～40 代の独身男女

参加費　1,000 円（当日集金）

※出逢い応援事業の一環です。

【会場】町元気交流ス

テーション「みらいぶ」

問町社会福祉協議会

☎ 463-3356

問みらいぶ管理事務室

☎ 463-0001

友達を誘って、あま～いスイーツはいかがでしょう？

スタンプラリー

３/1㈰

楽しいおひな祭り
■ボランティアグループによる演芸披露

　▶琴の演奏　　▶オカリナ演奏　▶読み聞かせ

　▶フラダンス　▶腹話術　▶マジック＆玉すだれ

　▶五百石保育所園児によるお遊戯　など

時間　10 時～15 時　場所　2 階くつろぎ交流室

■ぜんざいの試食会

時間　11 時～12 時　※限定 100 食

３/2㈪

み
ら
い
ぶ
の

ひ
な
ま
つ
り

ま
つ

春のお茶席　　　　
時間　10 時～15 時

場所　2 階町民ギャラリー

参加費　無料（※材料がなくなり次第終了）

「福祉の店」（手作り雑貨など）も出店します。

３/3㈫
春のお茶席　　　　

夢と希望にあふれた未来に向かって
平成 27年

立山町成人式
　1 月 11 日に町民会館で行われた今年の成人式。

　250 人が参加し、社会人としての一歩を踏み出し

ました。式典は、新成人による成人式実行委員会が主

に企画・運営を行い、自らの手で挙行した思い出深い

成人式となりました。

希
望
を
胸
に
新
た
な
門
出

　1
月
11
日
、
町
民
会
館
で
町
内

出
身
・
在
住
の
新
成
人
を
対
象
に

平
成
27
年
立
山
町
成
人
式
が
行
わ

れ
、
華
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
男
性
１
１
５
人
、
女
性
１
３
５

人
の
合
計
２
５
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　式
典
で
は
、
舟
橋
町
長
が
「
自

分
の
将
来
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
人
を
大
人
と
言
い
ま
す
。

町
の
将
来
を
つ
く
る
の
は
あ
な
た

た
ち
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
高

平
県
議
会
議
長
と
佐
藤
康
弘
町
議

会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

謝
辞
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て

荒
城
英え

い
じ治

さ
ん
（
前
沢
新
町
）
が

「
こ
の
町
に
育
ち
、
成
長
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
出
逢
う
人
々
と
の
か
か
わ
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
精
進

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　式
典
後
に
は
、
成
人
式
実
行
委

員
会
に
よ
る
思
い
出
映
像
の
上
映

や
中
学
校
の
恩
師
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
学
校
生
活
の
日
々
を
懐

か
し
み
、
か
つ
て
の
思
い
出
と
こ

れ
か
ら
の
希
望
を
胸
に
大
人
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

☜丹治智
ともみ

美さん
（五百石）

杉本拓
たくや

弥さん☞
（高野）

☜古田滉
こうき

貴さん
（高野）

☜山形日
ひ な こ

向子さん
（釜ヶ渕）

新
成
人
に
聞
き
ま
し
た
！

「
あ
な
た
の
目
標
は
？
」
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道

　
　
　
　
　
　青
山
秀
一

末
谷
口

　
　
　
　
　長
嶋
信
秋

●
立
山

宮
路

　
　
　
　
　
　村
田
寛
人

岩
峅
寺

　
　
　
　
　佐
伯
秋
雄

岩
峅
野

　
　
　
　
　柴
田
幸
雄

下
田

　
　
　
　
　
　應
矢　

潔

吉
峰
野
開

　
　
　
　岩
城
義
昌

栃
津

　
　
　
　
　
　栃
山
助
松

東
中
野
新

　
　
　
　岡
本
俊
雄

横
江
野
開

　
　
　
　岡
本
行
男

横
江

　
　
　
　
　
　石
田　

功

天
林

　
　
　
　
　
　鈴
木
大
貳

千
垣

　
　
　
　
　
　髙
嶋
見
一

芦
峅
寺

　
　
　
　
　佐
伯
信
春

千
寿
ヶ
原

　
　
　
　青
木
長
幸

●
新
川

若
宮

　
　
　
　
　
　松
井
晴
樹

寺
田

　
　
　
　
　
　三
鍋
晴
夫

浦
田
1
区

　
　
　
　冨
樫　

勉

浦
田
2
区

　
　
　
　松
嶋
眞
澄

二
ツ
塚

　
　
　
　
　横
嶋
定
志

田
添

　
　
　
　
　
　中
山
信
昭

沢
端

　
　
　
　
　
　山
本
幸
則

上
女
川
新

　
　
　
　高
田
義
男

女
川
新

　
　
　
　
　野
村
眞
太
郎

辻

　
　
　
　
　
　
　松
瀬　

修

稚
子
塚

　
　
　
　
　山
本
義
昭

泉

　
　
　
　
　
　
　牧
野　

武

寺
田
こ
と
ぶ
き
町

　庄
山
雄
二

　今年お世話いただく区長145 人が、決まりました。
　平成 27 年区長会役員は、2 月下旬に開催される定期総
会で決まります。《敬称略》

平成 27 年区長が決定
今年一年、よろしくお願いします

竹
林

　
　
　
　
　
　中
田
晋
一

新
米
沢

　
　
　
　
　宇
佐
美
淳

上
米
沢
団
地

　
　
　大
茂
芳
朗

下
米
沢
団
地

　
　
　武
田
勝
男

●
大
森

西
大
森

　
　
　
　
　道
寛
久
雄

三
ッ
塚
新

　
　
　
　中
川
数
英

泊
新

　
　
　
　
　
　永
山
俊
夫

東
大
森

　
　
　
　
　石
田
健
三

大
清
水

　
　
　
　
　吉
﨑
正
夫

高
原
八
ツ
屋

　
　
　中
西
嘉
久

蔵
本
新

　
　
　
　
　下
村
貞
雄

半
屋

　
　
　
　
　
　小
川
正
道

大
日
町

　
　
　
　
　野
越　

務

大
清
水
新
町

　
　
　釈
永
聖
史

●
利
田

総
曲
輪

　
　
　
　
　淺
井
昭
彦

下
利
田

　
　
　
　
　深
川
靖
彦

金
屋

　
　
　
　
　
　金
山　

司

上
利
田

　
　
　
　
　村
上
正
洋

日
置

　
　
　
　
　
　渡
辺
伸
一

上
野

　
　
　
　
　
　寳
田
光
雄

立
泉
寺
開
発

　
　
　藤
川
重
文

日
水

　
　
　
　
　
　西
野
俊
秋

横
沢

　
　
　
　
　
　堀　

明
彦

五
郎
丸

　
　
　
　
　岡
田
健
治

塚
越

　
　
　
　
　
　澤
田　

仁

浅
生

　
　
　
　
　
　寺
松
雄
二

鉾
木

　
　
　
　
　
　高
田
清
則

曽
我

　
　
　
　
　
　増
田　

稔

利
田
新
町

　
　
　
　北
岡
優
子

日
水
南
台

　
　
　
　山
本
征
人

中
利
田

　
　
　
　
　松
岡
宗
良

新
下
利
田

　
　
　
　釣
井
勝
美

利
田
南
台

　
　
　
　大
島
明
則

※当協議会の事業は費用の全額を厚生労働省が負担する「実践型地域雇用創造事業」で実施しています。

セミナー名 講師 日時 場所 備考

第 3 回合同就職面接会＆会社説明会
－

参加企業
10 社程度

2 月 26 日㈭
　13 時半～16 時半

町元気交流ステーション
2階　大会議室 求職者向け

第 5 回農家民泊講習会
～立山の特産品を使った楽しい献立～

ＪＡアルプス
細川 由美 氏

2 月 18 日㈬
　　9 時～12 時

グリンパル　調理室
（グリーンパーク吉峰内）

求職者
および農業
従事者向け

2 月開催セミナー

第２回合同就職面接会＆会社説明会のご報告

「立山」の

◎参加費は全て無料です　◎お申し込みはホームページまたは電話から！

◎雇用保険の就職活動の一つに認定されます　◎セミナーの詳細はＨＰまで

　12 月 16 日㈫にハローワーク滑川と立山町の協力を得て、町元気

交流ステーションにて合同就職面接会を開催しました。地元企業 13

社と地域求職者約 30 人が参加し、雇用の機会を提供することができ

ました。

※ 2 月開催の以下のセミナーについては、決定次第、ホームページやチラシなどでお知らせします。

▶『観光情報発信人材の育成』▶『ガイド・インストラクター養成講座』

にぎわいと雇用の創出プロジェクト

  立山町雇用創造協議会
　☎ 483-4830　FAX483-4831
　https://www.tateyama-koyou.jp/

中
﨑
博
史
（
東
谷
）、
山
下
正
（
上
段
）、
村

上
聡
（
上
段
）、
有
山
歩
（
上
段
）、
古
川
喜

康
（
高
野
）、
松
井
淳
史
（
高
野
）、
田
谷
潤

（
下
段
）、平
岩
大
世
（
利
田
）、品
川
政
仁
（
釜

ヶ
渕
）、
酒
井
勉
（
釜
ヶ
渕
）

■
退
団
者
感
謝
状

【
在
籍
5
年
以
上
】
福
岡
喜
薫
（
団
本
部
）、

市
村
博
昭
（
釜
ヶ
渕
）、宇
佐
美
淳
（
高
野
）、

沢
越
秀
幸
（
高
野
）、
佐
伯
亨
（
立
山
）、
村

岡
正
行
（
下
段
）、
大
辻
慶
二
（
下
段
）、
石

田
貞
雄
（
立
山
）、
伊
東
竜
一
（
東
谷
）、
堀

寿
成
（
釜
ヶ
渕
）、
藤
井
俊
則
（
立
山
）、
荒

木
裕
介
（
大
森
）、
城
戸
智
之
（
上
段
）

■
家
族
表
彰
【［
］
内
は
署
員
・
団
員
名
】

森
京
子
［
崇
志
］（
利
田
）、織
田
美
智
子
［
和

雄
］（
東
谷
）、山
口
ひ
と
み
［
真
］（
五
百
石
）

坂
木
亜
希
代
［
義
彦
］（
本
部
）

■
中
新
川
地
区
合
同
消
防
操
法
大
会
入
賞
記

念
章
【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】
▼
優
勝
／

大
森
分
団
、
▼
次
勝

　東
谷
分
団

■
人
命
救
助
功
労
表
彰

立
山
町
立
雄
山
中
学
校
教
職
員

アトラクションでらいじぃと
いっしょに放水体験をする児童

町
消
防
出
初
め
式

　1
月
4
日
、
町
消
防
出
初
め
式
が
町
民
会

館
大
ホ
ー
ル
・
町
民
会
館
前
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
町
消
防
署
員
や
消
防
団
員
、
婦
人
消
防

隊
員
ら
２
１
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
分
列

行
進
や
裸
放
水
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
式

典
で
は
、
日
ご
ろ
の
消
防
防
災
活
動
に
功
績

が
あ
っ
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

（
敬
称
略
）。

■
消
防
庁
長
官
退
職
報
償
伝
達
者

福
岡
喜
薫（
団
本
部
）、市
村
博
昭（
釜
ヶ
渕
）、

宇
佐
美
淳
（
高
野
）、
沢
越
秀
幸
（
高
野
）、

佐
伯
亨
（
立
山
）、
村
岡
正
行
（
下
段
）、
大

辻
慶
二
（
下
段
）、
石
田
貞
雄
（
立
山
）、
伊

東
竜
一
（
東
谷
）

■
県
知
事
現
場
表
彰
者

吉
秋
義
昭
（
下
段
）、
蔵
本
光
雄
（
大
森
）、

佐
伯
高
男
（
立
山
）、
荒
城
聖
二
（
高
野
）、

竹
腰
達
也
（
高
野
）、
稲
浪
俊
明
（
新
川
）、

地
元
尚
人
（
上
段
）、田
辺
和
誠
（
五
百
石
）、

細
川
浩
二
（
利
田
）、
原
裕
志
（
釜
ヶ
渕
）、

松
井
明
弘
（
東
谷
）

■
支
部
長
表
彰
者

山
本
馨
（
東
谷
）、
寺
林
一
孝
（
上
段
）、
九

曜
富
士
夫
（
上
段
）、
若
林
利
洋
（
利
田
）、

佐
伯
信
一
郎
（
立
山
）、由
川
博
史
（
立
山
）、

青
木
伸
治
（
立
山
）、
佐
伯
龍
二
（
立
山
）、

應
矢
篤
史
（
立
山
）、高
村
裕
隆
（
釜
ヶ
渕
）、

粟
田
哲
司
（
釜
ヶ
渕
）、
安
川
護
（
釜
ヶ
渕
）

■
消
防
団
長
表
彰
者

深
川
直
樹
（
大
森
）、
八
田
秀
明
（
大
森
）、

紙
谷
貢
司
（
大
森
）、山
本
慎
一
郎
（
大
森
）、

柏
貴
樹
（
五
百
石
）、神
田
明
仁
（
五
百
石
）、

水
野
晴
隆
（
五
百
石
）、渡
辺
崇
（
五
百
石
）、

水
上
哲
宏
（
新
川
）、
森
田
悠
希
（
新
川
）、

（　　 ）
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まちの身近な話題をレポート

カメラルポ
ＲＡＩＪＩ

気持ち新たに心身の鍛錬に励む
町武道協会 武道稽古始め

　1 月 12 日、武道稽古始め式が町武道館で開かれ、柔道、

剣道、弓道、空手道、少林寺拳法、相撲の 6 団体約 150 人

が一年の精進を誓って汗を流しました。

　町武道協会の高平公嗣会長が「新しくなった武道館での初

の稽古始め式です。皆さんには気持ちを新たに頑張ってほし

いです」とあいさつしました。記念演武では、柔道の堀田潤

一さんと清水孝
た か お

恩さんが「極
きめ

の形」と呼ばれる形を演じ、俊

敏な体さばきを披露しました。

　また、昨年全国大会に個人競技で出場し、活躍した 7 選

手へ町武道協会から記念メダルが贈られました。

■記念メダル受賞者（敬称略）

【弓道】野﨑友晴【柔道】山本壮馬【剣道】木倉健
けんせい

成

【空手道】山辺雄
ゆ う と

翔、佐伯唯、細川陽菜【相撲】吉岡小夏

　1 月 17 日、グリーンパーク吉峰で「冬のスノーシュー＆ノ

ルディック体験会」が行われ、参加者 12 人がふかふかの雪面

を歩いて楽しみました。

　これは、ポールを使った全身運動「ノルディックウォーキン

グ」と手軽に雪山を楽しめる現代風かんじき「スノーシュー」

を取り入れたもので、近年の登山ブームなどの影響で幅広い年

齢層から人気を集めています。

　参加者は室内での講習の後、スノーシューと 2 本のポール

を身につけ、真っ白な雪が降り積もった林間コース約 1 キロ

を一列になって歩き、冬の自然を満喫しました。

　グリーンパーク吉峰では、2 月 15 日㈰にも同体験イベント

を企画しているほか、用具の貸し出しを常時行っています。

1 気迫あふれる形
を披露する選手
2 寒さもなんのそ
の！元気なかけ声と
ともに鍛錬に励んで
いました

1 雪がしんしんと降る
静けさの中、白い息を吐
いて歩く参加者
2 ノルディックウォー
キングの公認インストラ
クターによる講習

1

2

広報たてやま　2015.2広報たてやま　2015.2

2

1 真剣な表情で耳を澄
ませる児童ら
2 枚数が少なくなる終
盤には 1 句ごとに大き
な歓声があがっていまし
た

練習の成果を発揮！寒さを吹き飛ばす熱戦
立山小学校　校内百人一首大会

　1 月 16 日、立山小学校で「第 2 回百人一首大会」が行われ、

全校生徒 87 人が日ごろの練習の成果を生かし、札を取り合う

熱戦を繰り広げました。

　行われたのは百人一首かるたのルールを小学生向けに簡素化

した「五色百人一首」。児童らは低学年、中学年、高学年の 3

つの階級に分かれ、20 枚の札を使って 3 回の個人戦で競いま

した。児童らは真剣な表情で「せをはやみ」「あけぬれば」といっ

た読み手の声に耳を澄ませ、勢いよく札を取り合っていました。

成績は次のとおりです（敬称略）。

【低学年】❶佐伯椿
つ ば き

季（1 年・96 枚）、❷栃山莉緒（2 年・95 枚）

【中学年】❶葭村心
こ ひ め

姫（4 年・101 枚）、❷佐伯麻友（4 年・93 枚）

【高学年】❶佐伯颯太（6 年・95 枚）、❷青木一
か ず し

史（6 年・88 枚）2

1

1

現代風かんじきとポールを使って雪上歩き
ノルディック・スノーシュー体験

Pick Up News

ピックアップニュース

町
地
域
活
性
化
懇
談
会
が
提
案
書
を
提
出

町
内
で
5
つ
の
農
事
組
合
法
人
が
新
た
に
設
立

民
間
と
行
政
の
知
識
を
合
わ
せ
3
案
を
提
案

継
続
性
の
あ
る
農
業
を
目
指
し
法
人
化

ン
ド
戦
略
』、

『
地
域
資
源

の
活
用
』
の

3
つ
の
地
域

活
性
化
策
を

町
に
提
案
し

ま
し
た
。

　懇
談
会
の

委
員
は
7
月

の
発
足
か
ら

12
月
ま
で
の
間
、
町
の
活
性
化
に

向
け
て
様
々
な
視
点
か
ら
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。発
表
で
は
、『
移

住
者
の
利
便
性
を
考
え
た
空
き
家

バ
ン
ク
や
家
財
バ
ン
ク
の
充
実
』
や

『
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
特

産
品
の
統
一パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
』、

『
町
内
各
所
に
水
汲
み
場
を
設
置

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
に
ぎ
わ

い
の
場
を
創
出
』
と
い
っ
た
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。

　町
は
こ
の
提
案
を
受
け
て
、
今

後
施
策
へ
の
反
映
を
検
討
し
ま
す
。

　12
月
23
日
か
ら
1
月
10
日
に
か
け
て
、
町
内
で

は
5
集
落
の
営
農
組
織
で
法
人
設
立
総
会
が
行
わ

れ
、
上
記
の
5
法
人
が
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
任
意
組
織
と
し
て
共
同
作

業
・
共
同
経
理
を
行
っ
て
き
た
営
農
組
合
を
法
人

化
し
、
農
地
の
利
用
集
積
や
コ
ス
ト
削
減
、
経
営

の
複
合
化
・
多
角
化
な
ど
を
図
る
も
の
で
す
。

　町
で
は
、
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
よ

り
継
続
性
の
あ
る
営
農
を
行
う
た
め
、
集
落
営
農

組
織
の
法
人
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
設

立
で
町
内
の
集
落
営
農
法
人
は
23
経
営
体
に
な
り

ま
し
た
。

　1
月
9
日
、
地
元
の
若
手
経
営
者
や
町
職
員
ら

15
人
で
組
織
す
る
町
地
域
活
性
化
懇
談
会
（
高
平

公
輔
会
長
）
が
開
か
れ
、『
移
住
促
進
』、『
ブ
ラ

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

谷
川
達
朗
さ
ん
が
国
際
大
会
優
勝
を
報
告

2
種
目
で
世
界
記
録
、
1
種
目
で
ア
ジ
ア
記
録
を
樹
立

た
谷
川
達
朗

さ
ん（
62
歳
・

大
清
水
）
が

役
場
庁
舎
を

訪
れ
、
舟
橋

町
長
に
そ
の

成
果
を
報
告

し
ま
し
た
。

　谷
川
さ

ん
は
、
ス
ク

　12
月
7
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
オ
セ

ア
ニ
ア
＆
ア
ジ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
で
男
子
60
歳
代
83
㌔
級
を
制
し

ワ
ッ
ト
と
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
世
界

記
録
を
出
し
、
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
で

は
ア
ジ
ア
記
録
を
樹
立
。
3
種
目

の
合
計
５
１
０
・
5
㌔
を
記
録
し
、

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
大
会
に
お
け
る
ベ
ス
ト

リ
フ
タ
ー
賞
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　谷
川
さ
ん
は
「
世
界
記
録
樹
立

と
競
技
人
生
初
の
ベ
ス
ト
リ
フ

タ
ー
賞
が
大
き
な
自
信
に
な
り
ま

し
た
。
9
月
に
行
わ
れ
る
全
日
本

大
会
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

■新たに設立した農事組合法人

営農組合名 法人名 代表理事 構成員
たかはら
　営農組合

農事組合法人
　　　たかはら

柏 繁久 33 人

下前沢
　営農組合

農事組合法人
下前沢営農組合

清水 政雄 14 人

同心
　営農組合

農事組合法人
　　　　　同心

長瀬 文雄 11 人

曽我
　営農組合

農事組合法人
　　　　　曽我

佐伯 敏隆 24 人

四谷尾第一
　営農組合

農事組合法人
　　　　四谷尾

薄田 雅寛 14 人

児
童
・
生
徒
と
教
職
員
を
顕
彰

平
成
26
年
度
町
教
育
委
員
会
表
彰

　12
月
22
日
、
芸
術
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
で
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童
・
生
徒
、
学
校
教

育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
教
職
員
が
町
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

【
児
童
・
生
徒
】
■
利
田
小
学
校
／
山
辺

雄ゆ
う
と翔
（
5
年
、空
手
道
）、山
本
想こ

こ
あ空
（
3
年
、

作
文
）
■
新
瀬
戸
小
学
校
／
中
川
南な

な
え英
（
6

年
・
陸
上
競
技
）
■
立
山
小
学
校
／
田
村
涼す

ず

（
5
年
・
相
撲
）
■
雄
山
中
学
校
／
山
本
壮

馬
（
3
年
・
柔
道
）
■
富
山
第
一
高
等
学
校

／
村
井
和
樹
（
当
時
3
年
・
サ
ッ
カ
ー
）

【
教
職
員
】
■
立
山
北
部
小
学
校
／
米
原
哲

夫（
教
頭
）■
高
野
小
学
校
／
林
寺
正
芳（
校

長
）、
石
田
博
克
（
教
諭
）
■
日
中
上
野
小

学
校
／
青
木
裕
充
（
教
諭
）

㊤
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
㊦
教
職
員
の
み
な
さ
ん

提案書を舟橋町長に手渡す高平会長国際大会での活躍を報告する谷川さん



期
日　

2
月
10
日
㈫
、
3
月
10
日
㈫

相
談
時
間　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

13
時
～
15
時

※
受
付
は
14
時
半
ま
で
で
す
。

場
所　

町
民
会
館

※
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印
鑑
、
預

金
通
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
な
ど
代
理
の
方
の
場
合

は
、別
に
「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

●
年
金
相
談
の
日
程
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　手
続
き
に
は
年
金
手
帳
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
を
持

参
し
て
役
場
住
民
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
）。

　学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
4
月

か
ら
翌
年
3
月
ま
で
で
、
申
請
は
毎
年

必
要
で
す
。
次
の
年
度
も
同
一
の
学
校

に
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
再
申
請
の

ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
。
引
き
続
き
特
例

を
受
け
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
受
け
取

る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座

振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振

替
を
利
用
す
る
と
、
毎
月
、
納
め
に
行

く
時
間
と
手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘

れ
も
な
く
便
利
で
安
心
で
す
。

　当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落

と
す
「
早
割
」
に
す
る
と
、
月
々
50
円

割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
額
が
多
い
6
カ
月
前
納

（
約
２
，
０
０
０
円
割
引
）・
1
年
前
納

（
約
３
，
８
０
０
円
割
引
）・
2
年
前
納

（
約
１
４
，
０
０
０
円
割
引
）
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金

手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持

参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
、
役
場
住
民
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
（
6
カ
月
・

1
年
・
2
年
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
2

月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し
、
引
き

続
き
同
様
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
再
度
お
申
し
込
み
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
魚
津
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
５
・
２
４
・
１
４
９
４

問
役
場
住
民
課
住
民
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
２

年
金
だ
よ
り

■
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

　20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
で

き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
制
度

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

も
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

・
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期

間（
受
給
資
格
期
間
）に
算
入
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
に
な
る
方

　大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
本
人

の
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
方
で
す
。

《
所
得
基
準
》（
申
請
者
本
人
の
み
）

　

１
１
８
万
円
＋

　
　
　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

町
内
設
置
率
調
査
結
果

　昨
年
11
月
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中

に
、
各
地
区
の
消
防
団
員
に
よ
り
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
設
置
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
立
山
町
全
体
の
設

置
率
は
83
・
15
％
で
、
富
山
県
全
体
の

86
・
9
％
よ
り
依
然
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　火
災
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
本
人
や

家
族
の
命
、
貴
重
な
財
産
や
生
活
基
盤

で
あ
る
住
宅
を
失
う
こ
と
は
た
い
へ
ん

残
念
な
こ
と
で
す
。
設
置
率
を
高
め
る

た
め
の
設
置
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
皆

さ
ん
が
自
ら
火
災
に
対
す
る
備
え
と
し

て
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　な
お
、
地
区
別
の
設
置
率
は
以
下
の

と
お
り
で
す
（
設
置
率
順
）。

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

▼
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ホ
コ
リ
な
ど

が
付
く
と
正
常
に
機
能
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
半
年
に
1
回
は
掃
除
機
等

で
ホ
コ
リ
を
取
り
、
定
期
的
に
作
動
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
電
池
式
の
も
の
は
5
年
か
ら
10
年
で

電
池
切
れ
に
な
り
、
警
報
音
な
ど
が
鳴

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

か
ら
6
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
設

置
し
た
警
報
器
は
電
池
切
れ
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
消
防

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
消
防
署
予
防
係

☎
４
６
３
・
０
０
０
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

❶
寝
室
／
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
。
子

供
部
屋
や
老
人
の
居
室
な
ど
も
、
就
寝
に

使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
設
置
対
象
で
す
。

❷
階
段
／
2
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
、

階
段
最
上
部
に
設
置
し
ま
す
。

Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
Information

図書館おすすめ ザ 一冊

介護保険アレコレ

■「草迷宮」　　【泉鏡花著】
　亡き母の手毬歌を探して旅をす
る青年・葉越明は、川で美しい毬
を拾った縁から秋山邸という曰く
つきの邸に逗留することになりま
した。しかしそこでは毎夜、様々
な怪異が現れて明を脅かします。
そして諸国を行脚する法師・小次
郎を邸に招き入れた夜、二人の前
に悪左衛門と名乗る悪魔と神隠し
にあった明の幼馴染・菖蒲が現れます。『草迷宮』は 1908
年に発表された、泉鏡花の代表作のひとつです。「平成の浮
世絵師」との異名を持つ山本タカト氏による 28 点の挿絵
を加えて、平成の鏡花本として装丁も新たに再び出版され
ました。
■新着図書
◆世界の美しい図書館 [ アフロほか著 ] ◆決定版　伊勢の神
宮 [ 南里空海著 ] ◆現代を生きる日本史 [ 須田努ほか著 ] ◆
京都幕末おもしろ百話 [ 青木繁男著 ] ◆戦後 70 年保守のア
ジア観 [ 若宮啓文著 ] ◆ 2015 年日本経済のシナリオ [ 今井
澂著 ] ◆惑星探査入門 [ 寺薗淳也著 ] ◆おもしろ理科先生い
ばらき自然散歩 [ 吉武和治郎著 ] ◆ココナッツオイルで今す
ぐアルツハイマー病をストップさせよう [B. ファイフ著 ] ◆
新・蒸気機関車完全名鑑 [ 日比政昭監 ] ◆一生作り続けたい
野菜のおかず[田中伶子著]◆パパとママのための妊娠・出産・
子育てノート [ 鬼頭正夫著 ] ◆新農家の税金 知らなきゃ損す
る [ 鈴木武ほか著 ] ◆日本農業への問いかけ [ 桑子敏雄ほか
著 ] ◆ウィーンの弦楽四重奏団 200 年史 [ 幸松肇著 ] ◆漢字
なりたち図鑑 [ 円満宇二郎著 ] ◆児童文学の愉しみ 20 の物
語 [ 北原泰邦編 ] ◆悪い恋人 [ 井上荒野著 ] ◆いろいろいろこ
くん [ 西尾有未著 ] ◆しもばしら [ 細島雅代写真 ]
■開館時間
▶日～土曜日 9 時半～19 時　※休館日はありません。
問立山図書館☎ 463-0634

10

　介護保険被保険者証は次の点に注意して、正しく取り扱
いましょう。
▶被保険者証を受け取ったら、記載内容を確認してくださ
い。間違いがある場合には申し出てください。
▶要介護・要支援認定申請の際や、サービス利用時に事業
者に提示できるよう、手元に大切に保管してください。
▶記載内容に変更があったときは、１４日以内に、被保険
者証を添えて届け出てください。
▶コピーしたものは使えません。
▶被保険者証の貸し借りはできません。
▶転出や死亡等で被保険者の資格がなくなったときは、す
ぐに届け出て被保険者証を返却してください。
▶紛失したり、汚れて使えなくなったときは、再交付いた
しますので、申し出てください。
　介護保険被保険者証についての届出等は、役場介護保険
担当窓口までお願いします。

■ 2 月の介護保険料（65 歳以上の方）
▶特別徴収第 6 期（2 月の公的年金支払時に天引）
▶普通徴収第 8 期（3 月 2 日㈪納期限）
　※口座振替の方は、残高の確認をお願いします。
問中新川広域行政事務組合介護保険課☎ 464-1316

■平成 26 年度立山町民体育大会
■卓球競技
日時　2 月 15 日㈰ 9 時～
場所　町民体育館（町消防署西側）
問卓球協会担当（横山）　☎ 090-4320-2053
■スキー競技
日時　2 月 21 日㈯ 9 時～（受付：7 時半～8 時半）
場所　あわすのスキー場
問スキー協会担当（佐伯）　☎ 090-5179-6588
※いずれの競技も当日会場で申込が可能です。
問町民体育大会実行委員会事務局　☎ 462-9983

■「かなくれ食堂」－かなくれカフェ－
　陶農館で❶「かなくれ会」指導のもと、マグカップ・ケ
ーキ皿を作り、❷自作の作品でコーヒーとケーキを味わい
ましょう。コーヒーに関するシンポジウムも同時開催。
日時　❶マグカップ・ケーキ皿作り：2 月 22 日㈰
　　　❷自作品でコーヒー・ケーキ試食：3 月 22 日㈰
参加費　6,000 円　　場所　陶農館
定員　60 人（※❶❷両日ともに参加できる方）
問陶農館　☎ 462-3929

■木工室オープン
　立山・芦峅ふるさと交流館にて、木材加工のサポートを
します。小物、椅子などを自分の手で製作してみたい方お
越しください。詳細はお問い合わせください。
期間　3 月末までの土曜・日曜
参加費　無料（材料費は自己負担）
場所　立山・芦峅ふるさと交流館（旧芦峅保育所）
問立山・芦峅ふるさと交流館　☎ 482-1756
　da-takase@ashikuraji.jp

■町民カレッジ 2014 修了記念講演
演題　『地図は災害を知っている
　　　　　　ハザードマップで地域を点検』
日時　2 月 21 日㈯ 13 時半～15 時
場所　町民会館２階　第３会議室
講師　大西 宏治 氏（富山大学人文学部准教授）
内容　身近な地域で発生する災害と備えについて
　　　地図を活用する対処方法について
定員　50 人（定員になり次第締切）　参加費　無料
※町民カレッジ受講者以外の方も参加できます（要予約）。
問役場教育課生涯学習係　☎ 462-9982
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地区 H25 年
調査結果

H26 年
調査結果 増減

釜ヶ渕 79.90％ 90.12％ 10.22％

上段 83.10％ 89.77％ 6.67％

東谷 76.50％ 89.44％ 12.94％

五百石 71.60％ 87.44％ 15.84％

高野 83.20％ 85.34％ 2.14％

新川 75.80％ 82.10％ 6.30％

大森 74.00％ 78.93％ 4.93％

立山 78.30％ 78.86％ 0.56％

下段 74.50％ 76.05％ 1.55％

利田 70.40％ 73.46％ 3.06％

平均 76.73％ 83.15％ 6.42％

■町内地区別住宅用火災警報器設置率

※必要な部分の全て、または一部に設置している世帯の割合

【参考値】（平成 26 年 6 月 1 日時点）

全国の設置率：79.6％　富山県の設置率：86.9％
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♡金子 明
あ き

暉くん（1 歳 6 か月）
いっぱい食べて大きく育ってね。
パパ 順一さん　ママ 尚美さん

♡川原 理
り す け

佑くん（1 歳 6 か月）
キラキラ笑顔、大好きだよ♡
パパ 純一さん　ママ 友佳理さん

保健だより 問町保健センター
 ☎463-0618

広報たてやま　2015.2広報たてやま　2015.2

■2月1日から 3 月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書に代わるものです。

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方でも受診できます。希望される方は、町保健センターへお申し込みください。

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康管理業務に使用するためであり、
ほかの目的で使用することはありません。成人保健

項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

すくすく健診 2月 4日（水） 13：00 ～13：30
平成26年5・6月生まれ

母乳相談のある方は要予約
小児科診察、栄養相談、個別相談、母乳相談（助産師）

1歳6か月児健診 2月 12日  （木） 13：00 ～13：30 平成25年8月生まれ 小児科・歯科診察、フッ素塗布（希望者）、栄養相談、
個別相談、子育て相談(臨床心理士）

むし歯予防教室 2月 18日（水）   2 回目の方  /  13：00 ～13：20
3・4 回目の方 /13：30 ～14：00

フッ素塗布
2回～4回目の方

❶歯科診察❷フッ素塗布（歯ブラシ・タオル要持参）

3歳児健診 2月 19日（木） 13：00 ～13：30 平成23年10月生まれ 小児科・歯科・耳鼻咽喉科診察、尿検査、栄養相談、個別相
談、必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

4か月児健診 2月 24日（火） 13：00 ～13：30 平成26年10月生まれ 小児科診察、離乳食について、個別相談

パパママ教室 3月 7日（土） 9：00 ～ 9：15
平成27年4～6月に

第一子出産予定の夫婦
ビデオ学習、 お産の知識と準備、 パパの育
児参加について、 もく浴体験など（要予約）

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

大腸がん検診
2 月

3 月

10日

10日

（火）
（火）

8：30 ～ 9：30 町保健センター
（町元気交流ステーション3階）

○対象者：40 歳以上　○料金：無料
※ 40 歳未満の方でもがん検診を希望される方は集団
　検診で受診できます。
○検診結果は、約１カ月後に通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診日の 5 日前
　までに保健センターでお受け取りください。

健診・検診のご案内 問町保健センター
☎463-0618

問健康福祉課児童福祉係
☎462-99552月の子育て支援情報

■ 2月の「みらいぶ☆きっず」
対象者　町内在住の 1 歳 3 カ月までの子どもとその保護者
期日　2 月 27 日㈮（受付：10 時～10 時 20 分）
内容　「0 さいからのむし歯予防教室」
　　　身体測定、栄養相談、発育相談も行います。
持ち物　タオル、歯ブラシ（家で使っているものがある方）
場所　町保健センター（町元気交流ステーション 3 階）
※参加希望の方は当日、直接町保健センターにお越しくださ
い。事前申込は不要です。

2 月の子育て支援センター
みどりの森保育園（☎ 462-2248） 5 日㈭、12 日㈭、26 日㈭

あおぞら保育園 （☎ 463-0061） 4 日㈬、12 日㈭、
19 日㈭、25 日㈬

高原保育園 （☎ 463-1430） 3 日㈫、10 日㈫、
17 日㈫、24 日㈫

西部児童館 （☎ 463-0622） 毎週火、水、木曜日
2 月の子育て広場
むつみこども園（☎ 462-1570） 6 日㈮、20 日㈮
下段保育所 （☎ 463-1845） 3 日㈫
※詳しくは各施設にお問い合わせいただくか、町 HP をご覧ください。

ひとこと介護予防 問町地域包括支援センター
☎462-9088

地域から始める介護予防 ～お手伝いします～
 皆さんの地域でサロンや介護予防教室などの開催予定
はありますか？介護予防のためには地域の力も大切です
が、町包括支援センターもお手伝いさせていただきます
ので、気軽にご相談ください。
　
対象教室　おおむね 65 歳以上の参加者が多い教室
支援内容　講師派遣、レクリエーション道具の貸出など
※一地区 ( 集落 )、年度２回まで

【例】
介護予防・健康づくりの話、運動・レ
クリエーション、手芸・作品づくり、
音楽、口腔ケア、調理実習　など

　なお、すでに年間計画を立てた地区
で、包括支援センター依頼予定の地区
は、早めにご連絡ください。

■みんなで予防！インフルエンザ

　インフルエンザの予防にはみんなの「かからない」、

「うつさない」ための心がけが大切です。

　手洗いとうがいを励行し、かかったら早めの受診と

マスク等のせきエチケットも忘れないでください。

■子どもの医薬品の誤飲事故に注意！

　子どもによる大人用の医薬品の誤飲が多く発生して

います。特に、子どもが誤飲すると重い中毒症状を引

き起こすリスクが高い医薬品（向精神薬、気管支拡張

剤、血圧降下剤および血糖降下剤）の家庭における保

管については十分注意しましょう。

　平成 26 年 10 月より、水痘（みずぼうそう）ワクチンが定期予防接種となりました。
　対象のみなさんにご案内しましたとおり、お子さんの年齢やこれまでの接種回数、水痘の罹患の有無等に
より、必要な接種回数が異なります。母子健康手帳で確認し、早めに接種を受けましょう。

これまでの接種回数 今後の接種回数 接種方法

1 歳～3 歳に至るまで
　　　の間にあるお子さん

0 回 2 回
１回目：生後 12 か月～15 か月までの間に１回
２回目：１回目接種後 6 ～12 月経過した後に１回

1 回 1 回 ２回目：１回目の接種から３か月以上経過後に１回

2 回 0 回 水痘ワクチンを接種する必要はありません

3 歳～5 歳に至るまで
　　　の間にあるお子さん

0 回 1 回
１回目：５歳の誕生日の前日までに１回接種 

（平成２７年３月３１日までの接種に限ります）

1 回 0 回 水痘ワクチンを接種する必要はありません

　平成 26 年 10 月より、水痘（みずぼうそう）ワクチンが定期予防接種となりました。

水痘（みずぼうそう）ワクチン接種について

※水痘ワクチンを任意接種で受けた方は、任意接種で受けた回数も合わせてこれまでに接種した回数として数えます。
※今後の接種回数は、接種日時点での年齢にあるお子さんの接種回数です。

■水痘ワクチンの接種スケジュール

※平成 27 年 4 月以降は 3 歳以上のお子さんは、公費での接種は受けられません。

●実施期限：2 月 28 日㈯

■子宮・乳房・大腸がん施設検診および定期歯科検診の実施期限が迫っています

※医療機関の利用期限は 2 月 28 日㈯までです。

※利用についての詳細は「検診手帳」および無料クーポン券をご確認ください。

※無料クーポン券は再発行できます。町保健センターへ連絡してください。

※事前に予約が必要です。また、受診の際は、各種検診受診券と健康保険証を必ず持参してください。

　また、節目検診該当者は、上記の検診自己負担金が無料です。

※各種検診受診券は再発行できます。町保健センターへ連絡してください。

■がん検診（子宮頸がん、乳がん、大腸がん）無料クーポン券の利用期限が近づいています！

項目 対象者 実施医療機関 検診自己負担金

子宮がん
検診

20 歳以上の女性
県内産婦人科（ただし、富山大学
附属病院と県立中央病院を除く）

子宮頸部検診 1,700 円（通常 7,374 円）
子宮頸体部検診 2,500 円（通常 10,314 円）

乳がん
検診

40 歳以上の女性
県健康増進センターおよび
かみいち総合病院（健診センター）

40 歳代以外の方 1,200 円（通常 6,000 円）
40 歳代 1,500 円（通常 7,000 円）

大腸がん
検診

40 歳以上の男女 町内医療機関 無料（通常 1,851 円）

定期歯科
（歯周疾患）

検診

平成 27 年 3 月 31 日
までに 40、50、60、
70 歳に達する方

町内歯科医療機関 無料（通常 4,295 円）
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や
家
賃
に
つ
い
て
は
建
設

課
窓
口
、
ま
た
は
町
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　2
月
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
平
成

27
年
1
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
の
支
給

月
で
す
。
2
月
10
日
㈫
に
指
定
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
役
場
住
民
課
医
療
保
険
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
６

平
成
27
年
度
5
月
以
降
の

保
育
所（
園
）入
所
希
望
受
付

　町
で
は
、
来
年
度
の
保
育
計
画
と
入

所
準
備
の
た
め
、
27
年
度
5
月
以
降
の

保
育
所（
園
）へ
の
入
所
希
望
者
を
受
け

付
け
ま
す
。
育
児
休
業
明
け
等
で
27
年

度
5
月
以
降
に
入
所
予
定
の
方
は
健
康

福
祉
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
希
望
調
査
で
す
。
入
所
申
込
は
、
調

査
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
案
内
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

※
む
つ
み
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、直
接
園
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

除
・
排
雪
登
録
事
業
所
の

追
加
に
つ
い
て

　冬
期
間
の
安
全
・
安
心
対
策
の
た
め
、

特
に
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て
困
難
な
屋

根
雪
下
ろ
し
や
私
道
除
雪
な
ど
（
有

料
）
を
行
う
事
業
所
の
情
報
を
掲
載
し

ま
す
。
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
各
事
業

所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
こ
の
ほ

か
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
広
報
た
て

や
ま
12
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

事
業
所
名

　㈱
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ

ス
（
富
山
市
中
川
原
78
）

対
応
可
能
事
業

　屋
根
雪
下
ろ
し
、
家

屋
周
辺
除
雪
、
私
道
除
雪
、
排
雪
対
応

対
応
可
能
地
域

　町
内
全
域

電
話
番
号

　４
９
１
・
３
８
０
１

Ｆ
ａ
ｘ
番
号

　４
９
１
・
３
８
０
２

連
絡
可
能
時
間

　平
日
・
土
日
祝
日
と

も
に
24
時
間
可
能

※
高
齢
者
世
帯
に
限
ら
ず
、
世
帯
の
諸

事
情
な
ど
で
作
業
困
難
な
場
合
に
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
４

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
ご
覧
の
方
は
要
注
意
！

　「デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
」
が
、

平
成
27
年
3
月
に
終
了
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
デ
ジ
タ
ル
電
波
を
ア
ナ
ロ
グ
に
変

換
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
暫
定
的
に
視
聴
可
能
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　現
在
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
の
方
で
、
テ
レ
ビ

画
面
右
上
に
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
と
表

示
さ
れ
て
い
る
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
終
了

ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
受
信
方
法
》
　

▼
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る

▼
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
す
る

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る

●消費生活相談
期日　毎週月、水、金曜日
時間　8 時半～17 時
場所　消費生活相談所
　　　（役場 1 階住民課横）
問消費生活相談所☎ 462-9915
●町ふれあい総合相談センター相談日程
※場所は町元気交流ステーション3階です。
■在宅介護相談
期日　毎週月～金曜日（休館日除く）
時間　10 時～16 時
相談員 介護支援専門員、ホームヘルパー
■心配ごと相談
期日　毎週木曜日（休館日除く）
時間　13 時半～15 時半
相談員　民生児童委員
■無料法律相談【予約制】
期日　2 月 5 日㈭、3 月 5 日㈭
時間　13 時半～15 時半
相談員　弁護士
■行政相談
期日　2 月 12 日㈭
時間　13 時～15 時
相談員　行政相談委員
■人権相談
期日　2 月 18 日㈬
時間　13 時～16 時
相談員　人権擁護委員
■生活就労相談
期日　2 月 4 日㈬、18 日㈬
時間　13 時半～15 時
各種相談日程の問い合わせ先
町社会福祉協議会☎ 463-5856
●税務課、住民課延長窓口
　毎週月曜日（閉庁日除く）は税務
課と住民課窓口を 18 時半まで延長
しています。
2 月開設日　2 日、9 日、16 日、23 日
▶税務課　町税などの収納、町税に
関する税証明の交付
▶住民課　戸籍謄抄本・住民票・印
鑑証明の交付、印鑑登録、医療費助
成申請など医療費に関すること
問役場税務課収納管理係☎ 462-9951
問役場住民課住民係☎ 462-9962
問役場住民課医療保険係☎ 462-9956

※
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
総
務
省

　地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１

「
家
族
介
護
者
の
集
い
」
参
加
者
募
集

日
時

　2
月
25
日
㈬
9
時
半
～
15
時
半

行
先

　ゆ
ー
と
り
あ
越
中

内
容

　情
報
交
換
、
介
護
相
談
、
会
食

対
象
者

　町
在
住
で
高
齢
者
を
家
庭
で

介
護
し
て
い
る
方

参
加
費

　１
，
０
０
０
円

応
募
期
限

　2
月
18
日
㈬

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
４
６
３
・
３
３
５
６

こ
こ
ろ
と
暮
ら
し

　
　

い
の
ち
の
相
談
会

　悩
み
や
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方

を
対
象
に
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
総

合
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前

予
約
不
要
、
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

場
所

　❶
新
川
文
化
ホ
ー
ル
（
魚
津

市
）、❷
小
杉
社
会
福
祉
会
館（
射
水
市
）

相
談
日

　❶
2
月
21
日
㈯
、
❷
2
月
22

日
㈰

受
付
時
間

　13
時
半
～
16
時

対
象
者

　心
の
健
康
、
法
律
問
題
、
多

重
債
務
、
労
働
問
題
、
高
齢
者
の
介
護

や
福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
、
大

切
な
方
を
亡
く
し
た
な
ど
、
い
の
ち
に

関
す
る
相
談
を
さ
れ
た
い
方
（
本
人
、

家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
方
も
可
）

問
県
厚
生
部
健
康
課

☎
４
４
４
・
３
２
２
３

奨
学
資
金
融
資
に
か
か
る
利
子

お
よ
び
保
証
金
補
給
金
に
つ
い
て

　奨
学
資
金
の
融
資
ま
た
は
貸
与
を
受

け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
利
子
補
給
金

お
よ
び
保
証
金
補
給
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　町
民
で
大
学
（
大
学
院
を
除

く
）
に
在
学
す
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族

《
利
子
補
給
額
》
入
学
金
お
よ
び
年
間

授
業
料
相
当
額
（
２
０
０
万
円
以
内
）

に
対
し
て
年
2.5
％
（
た
だ
し
、
借
入
利

率
が
年
2.5
％
に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ

の
借
入
利
率
で
計
算
し
た
額
）

《
保
証
金
補
給
額
》
学
資
の
借
入
な
ど

で
必
要
に
な
っ
た
保
証
金
の
２
分
の
１

の
額
（
10
万
円
を
限
度
）

受
付
期
限

　３
月
６
日
㈮

問
役
場
教
育
課
教
育
企
画
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
利
用
案
内

　国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、高
校
、大
学
等

へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
限
度
額

　一
人
あ
た
り
３
５
０
万

円
以
内

返
済
期
間

　15
年
以
内

利
率

　年
2
・
25
％
（
固
定
金
利
、
平

成
26
年
11
月
10
日
現
在
）

対
象
学
校

　高
校
、
高
専
、
短
大
、
大

学
、
大
学
院
、
専
修
学
校
な
ど

問
日
本
政
策
金
融
公
庫
富
山
支
店

☎
４
３
１
・
１
１
９
１

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア 

イ
ン 

と
や
ま

元
気
と
や
ま
！
合
同
企
業
説
明
会

　平
成
27
年
３
月
お
よ
び
28
年
３
月
卒

業
予
定
の
学
生
、
転
職
希
望
者
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
な
ど
求
職
活
動

中
の
方
を
対
象
に
県
内
最
大
規
模
の
セ

ミ
ナ
ー
・
合
同
企
業
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

期
日

　３
月
２
日
㈪

内
容

❶
合
同
企
業
説
明
会
（
平
成
27
年
３
月

問
魚
津
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
（
魚

津
市
医
師
会
内
）

☎
０
７
６
５
・
２
２
・
０
３
１
８

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

　テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業

を
視
聴
、
自
宅
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
習

で
き
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　大
学
を
卒
業
す
る
た
め
に
学
ぶ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
知

識
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
科
目
だ
け

を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

出
願
期
間

　3
月
20
日
㈮
ま
で

資
料
請
求
（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
富
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
６
・
５
６
・
９
２
３
０

Ｈ
Ｐ
／http://w

w
w.ouj.ac.jp/

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

　国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
鹿
児

島
県
ヨ
ロ
ン
島
の
美
し
い
自
然
の
中
で

在
日
外
国
人
小
学
生
と
共
同
生
活
や
野

外
活
動
を
行
い
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ

卒
業
予
定
者
・
一
般
求
職
者
対
象
）

時
間

　10
時
～
12
時
20
分

❷
合
同
企
業
説
明
会
（
平
成
28
年
３
月

卒
業
予
定
者
対
象
）

時
間

　13
時
15
分
～
16
時
50
分

❸
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
28
年
３

月
卒
業
予
定
者
対
象
）

時
間

　10
時
半
～
12
時

会
場

　❶
❷
富
山
市
総
合
体
育
館
、
❸

と
や
ま
自
遊
館
（
富
山
市
湊
入
船
町
）

参
加
企
業

　２
０
０
社
予
定

問
県
商
工
労
働
部
労
働
雇
用
課

☎
４
４
４
・
８
８
９
７

県
内
病
院
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　県
内
の
医
療
機
関
等
に
就
業
を
希
望

す
る
看
護
学
生
お
よ
び
看
護
師
等
免
許

を
有
す
る
方
を
対
象
に
、
施
設
紹
介
や

医
療
機
関
の
人
事
担
当
者
と
の
面
談
な

ど
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

■
県
東
部
地
区
の
病
院

日
時

　3
月
14
日
㈯

　9
時
～
12
時

会
場

　富
山
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

■
県
西
部
地
区
の
病
院

日
時

　3
月
14
日
㈯

　13
時
～
16
時

会
場

　ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高
岡

※
事
前
申
込
不
要
、
家
族
参
加
も
可
能

問
県
看
護
協
会
、
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
４
３
３
・
５
２
５
１

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て

　地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労

働
者
数
50
人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
の

事
業
者
や
、
小
規
模
事
業
場
で
働
く
人

を
対
象
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
や
保
健
指
導
な
ど
の
産
業
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
中
新
川
郡
の
地
域
窓
口
は
、

魚
津
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

け
る
『
第
39
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
』
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間

　3
月
27
日
㈮
～
4
月
2
日
㈭

場
所

　鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員

　日
本
人
小
学
生
２
０
０
人
、
在

日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
人

参
加
費

　14
万
3
千
円
（
小
松
空
港
出

発
の
場
合
）

応
募
期
限

　3
月
5
日
㈭

問
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

Ｈ
Ｐ
／http://w

w
w.kskk.or.jp/

火
災（
災
害
）の
お
問
い
合
わ
せ

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
開
通

　町
内
で
火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
そ
の
場
所
や
様
子
を
知
り
た
い
方

は
、
左
記
の
番
号
ま
で
か
け
て
く
だ
さ

い
。
自
動
音
声
案
内
で
応
答
し
ま
す
。

【
火
災
（
災
害
）
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
７
６
・
４
６
２
・
２
１
１
９

※
な
お
、
従
来
の
消
防
署
代
表
電
話
へ

の
通
報
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
町
消
防
署

　☎
４
６
３
・
０
０
０
５

くら
し
の
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腰のためにいい運動教室 参加者募集

開催日　2 月 16 日㈪～3 月 23 日㈪の期間、

　　　　毎週月曜日（全 6 回）

時間　13 時 45 分～15 時

場所　常願寺ハイツ

内容　腰痛改善のための運動・ストレッチ

　　　（自宅でできる運動・トレーニングマシ

　　　ンを使った運動）

対象者　町在住の 65 歳以上で要介護認定を

　　　　受けていない方

　　　　除雪や冬の運動不足等で腰痛を感じて

　　　　いる方や医師から運動を勧められてい

　　　　る方の教室です。

参加費　1 回につき 430 円

募集人数　10 人程度

応募期限　2 月 13 日㈮

問い合わせ・申し込み先

常願寺ハイツ　☎ 462-1164（担当：久呂・大崎）
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様
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）
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）

●
匿
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公
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1
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1
万
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1
万
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万
円

1 月 1 日現在の人口

人口 26,983 人 （－ 212）

男性 12,922 人 （－ 99）

女性 14,061 人 （－ 113）

世帯数   9,264 世帯 （＋ 84）

（　）内は前年同月増減

1 ～ 12 月の町犯罪発生状況

件数 83 件 （前年比－13件）

12 月の人の動き

出生 16 人 転入 27 人

死亡 18 人 転出 33 人
TOYAMA

TATEYAMA

町の
　　動き

編
集

と
発

行
／

富
山

県
中

新
川

郡
立

山
町

広
報

た
て

や
ま

　
平

成
27

年
2

月
号

　
通

巻
734

号
（

毎
月

1
回

1
日

発
行

）　
昭

和
29

年
1

月
10

日
第

1
号

発
行

立山町ホームページ http://www.town.tateyama.toyama.jp/   メールアドレス info@town.tateyama.toyama.jp

広
報た
て
や
ま

ソ
ノ
コ
ト
、
ヒ
ト
コ
ト

▼
突
然
で
す
が
、「
広
報
た
て
や
ま
」
で

は
Ｄ
Ｔ
Ｐ
と
い
う
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編

集
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
紙

面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
の
配
置
、
文

字
フ
ォ
ン
ト
の
選
択
か
ら
字
間
の
調
整

ま
で
、
今
み
な
さ
ん
が
手
に
と
っ
て
お

ら
れ
る
紙
面
そ
の
ま
ま
を
パ
ソ
コ
ン
上

で
作
成
し
て
い
ま
す
。
つ
い
で
に
、
画

像
処
理
や
簡
単
な
イ
ラ
ス
ト
作
成
も
こ

な
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

由
度
の
高
い
編
集
が
可
能
な
の
で
す
が
、

こ
れ
が
逆
に
悩
み
の
種
に
…
。
デ
ザ
イ

ン
な
ど
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
素
人
が
ど

う
い
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
・
文
面
だ
っ
た

ら
伝
わ
り
や
す
く
読
ん
で
も
ら
え
る
広

報
に
な
る
の
か
、
毎
号
苦
悩
し
な
が
ら

ア
イ
デ
ア
を
ひ
ね
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

故
に
随
所
で
違
和
感
の
あ
る
ペ
ー
ジ

が
垣
間
見
え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
も
こ
れ
か
ら
の
「
伸
び
し
ろ
」
と
優

し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
記
事
の
内

容
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
上
達
す
る
（
は

ず
の
）
デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
（
ワ
タ
ル
）

立
山
町
な
ら
で
は
の
魅
力
や
特

色
を
持
っ
た「
立
山
ブ
ラ
ン
ド
」。

　そ
の
認
定
品
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
ま
す
！

厳
寒
が
引
き
出
す
自
然
の
甘
み

「
立
山
権
現
か
ん
も
ち（
紙
風
船
／
編
み
）」

　米
農
家
が
多
か
っ
た
昔
は
、
ど
の
家
庭

で
も
作
ら
れ
て
い
た
お
や
つ
で
す
。
吐
く

息
が
白
く
な
る
作
業
場
で
、
暖
房
も
つ
け

ず
に
杵
で
餅
を
つ
き
、
山
か
ら
吹
き
下
ろ

す
寒
風
に
さ
ら
し
て
自
然
乾
燥
さ
せ
ま

す
。
か
あ
ち
ゃ
ん
手
作
り
の
味
…
冬
の
風

物
詩
を
一
つ
、
食
べ
て
み
ら
れ
。

販
売
場
所

　❶
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉
峰
、

❷
グ
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー
立
山
、
❸
富
山
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル

※
食
彩
工
房
た
て
や
ま
の
Ｈ
Ｐ
（http://

shokusai-tateyam
a.com

/products.
htm
l

）
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
（
農
）
食
彩
工
房
た
て
や
ま

☎
４
６
３
・
５
７
０
０

かんもち紙風船（3 個入）／ 540 円（税込）
編みかんもち（20 枚入）／ 1,080 円（税込）

町
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
お
よ
び

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
！

　町
消
防
本
部
で
は
、
平
成
25
年

10
月
か
ら
整
備
を
開
始
し
て
い
た

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
工
事
が

完
了
し
、
12
月
22
日
に
運
用
開
始

式
を
行
い
ま
し
た
。

　消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
運

用
開
始
は
、
富
山
県
内
初
と
な
る

と
と
も
に
、
こ
の
工
事
で
あ
わ
せ

て
更
新
導
入
し
た
高
機
能
消
防
指

令
シ
ス
テ
ム
も
同
時
に
稼
働
し
は

じ
め
ま
し
た
。

　こ
の
運
用
開
始
に
よ
っ
て
、
通

報
者
の
位
置
や
災
害
地
点
が
地
図

情
報
と
共
に
瞬
時
に
分
か
る
位
置

情
報
通
知
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
の

車
両
動
態
管
理
装
置
な
ど
に
よ

り
、
出
動
か
ら
到
着
ま
で
の
時
間

が
短
縮
さ
れ
、
車
両
お
よ
び
人
員

を
効
率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
芦
峅
寺
地

内
に
中
継
局
を
設
置
す
る
こ
と

で
山
間
部
な
ど
の
不
感
地
帯
を

解
消
し
ま
し
た
。
事
業
費
は
約

5
億
７
７
９
８
万
円
で
、
国
の
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、

整
備
し
ま
し
た
。

高機能消防司令システム

デ
ジ
タ
ル
無
線 119 番通報

自動位置確認

通報者
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